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桜井錠二

　　　　　　我が国化学い しずえの 若 き軌跡

阪　上 　正 　信

（1995年 4 月 20 日受理 ）

　第 9回化学史資料展示 と して の依頼 をうけた の で ，

今回 は桜井錠二 先生 の 前半生 （明 治末 ま で ）に関す る

諸資料 を展示 す る こ と と した。先生 は お 雇 い 外人教師

の あ と を う け ， 日本人 の 理学部化学科教授 と な り ， 教

育研究に努め る
一

方 ， 日本化学会 に も会長 と し て数度

に わた り尽 力さ れ た （明治 16〜19
，
36〜37， 42， 45，

大正 4 年）。 な お 明治 42年 に 制定 され翌年よ り授与 さ

れた桜井褒賞 は ， 現在の 日本化学 会賞の 源流で あ る 。

大学を満 60歳で の定年制確立 に範 を示 し て 大正 8 年

退職後は ， 我が国の研究充実 と研 究者育成の た め ， 理

化学 研究所，日本学術研究会議，日本学術振興会の 設

立 と運営に尽力さ れ る
一

方 ， 数度 に わ た る 国際会議 へ

の 出席 ， 我が 国で は じめ て の 大が か りな 国際会 議 （大

正 15 年に 汎太平洋学会） を主宰さ れ る な ど国際交流

に も寄与 ， 昭和 14 年 1 月 28 日 81 歳で 他界 さ れ た 。

以下 ＊ 印は前半生 に 関 す る今回 の展示関連品 で ある。

　（1）　出生か ら上京勉学まで

　自筆ペ ン 書 きの便箋 へ の履歴 ＊ （英国留学まで ） に

あ る よ う に ， 先生 の 出 生 は安政 5 年 （1858） 8 月 18

日金沢馬場
一

番丁 ＊ （現在東山 3 丁目）で あ る 。
い ま

生誕地 に は教 え子 で同 じ金沢 出身 の 飯盛里 安博 士

（1885〜 1982）題 字 の 顕 彰碑 ＊ （1980年 11 月除幕）

が 建立 さ れ て い る 。 5 歳未 満 に し て 父 が 他界 さ れ た

が ，母堂 は 幕末混乱 の世相 の な か 貧 困 に 耐 え ， 房 記

（11歳），省三 （9歳） の 両兄 ともか か え ， そ の 将来を

思 っ て の教育 に深い 関心 を寄 せ ら れ た 。 幼少 4年間は

習字，国語漢学 ， また剣道を それ ぞ れ の私塾 に学び ，

満 11歳半 （明治 3 年） に は ， 自分 の 希望 と洋学隆盛

の 将来 を見越 さ れ た 母 の勧め で 藩立英学校に 入 り， は

じ め て 英語 を学ばれ た。そ して 同年 2 月は じ め に は ，

選 ば れ て 七 尾軍艦所 ＊ に設 け られ た 所口 語学所 に 赴

き，そ こ で は通訳ぬ きの 英 語 の 授業を ， 加賀藩の招 い
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　 ［連 絡先 ］665 宝塚 市宮 の 町 14−20 （自宅）

写真 1 英国留学中 （明治 10 年 9月）

た外人教師 P，Osborn ＊ か らうけ られ た 。
こ の よ うな

直接の英語教育は 6 カ 月 に 及 び，先生 の 将来の 歩み に

はそ の影響が大きい もの と思 われる 。

　明治 4 年 4 月 ， 既に貢進生 に 選 ば れ て在京中の兄 2

人 と生活 を共 に す る ため ， 思 い 切 っ て金沢の 住居を売

り払 っ た母 と と も に徒歩で 上 京 され た 。そ し て 5 月に

は英語の 試験が主 で ある大学 南校 に 合格 し，つ い で改

称 の 東京開成学校化学専攻に 進 み，明治 7年24歳で 来

日 した 研 究 に も意欲的な お 雇 い 英人教師 R．Atkinson

か ら化学全般を学ばれた （修業証書 ＊ ）。

　 （2 ） 英国留学

　本科 2年の と き，文部省第 2回海外留学生 （第 1 回

としては松井直吉 ら が前年に渡米） と し て選ば れ ， 英

国 に 留学 さ れ る 。 外輪つ き蒸気船で 太平洋を横断 ， 独

立 100年 を祝 う米国を経て ，
ロ ン ド ン に 到着 さ れ た の

は，明治 9 年の 奇 し くも 8月 18 日満 18歳の誕生 日で

あ っ た 。 こ の
一

行 ユ  名を渡航中 さ ら に 留学中 も監 督
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した の は ， 既 に 明 治 4 年 か ら 3 年間英国 に 留学 ， 帰 国

後は開成学校で教授補 として Atkinsonを助けて い た

正 木 退 蔵 で あ る。彼 は こ の 再 び の 英国滞留後は，明治

14年新設 の 東京職工 学校 ［現東京工 業大 学］の 初代

校長 と し て 帰国 し，その 基礎作 りに 9 年間努力し ， そ

の 後は外務省勤務 に転 身 し，ハ ワ イ総領事 と もな っ

た 。

　先生 は 英国 に 5 年間留学中 （写真 1 ＊ に は Septem−

ber　1877， 明治 10年 ， 19年 1ケ 月 の 裏書 き あ り），

University　College　of　 London 　に お い て ，　 A ．

Williamson＊ （1824〜1904） に学ばれ た。教授は 幕

末 の 文久 3 年 （1863）訪英 し た後 の 伊藤博文 ， 井上馨

ら 5名 の 世話 を し，ま た我が国に化学教師 Atkinsen

も 紹 介 し た 親 日 家 で ， 若 い と き ドイ ツ で Gmelin，

Liebig に 学び ，
パ リで 諸研 究者 と交流，エ

ーテ ル 合

成反応機構 の 解明 な どの 研究 で 有 名 な 化学者 で あ る 。

先生は その もとで ， hydrocarbon　radical を含む有機

水銀化合物等の 構造化学的な研究実験 を進 め，学会発

表 も行 う と と も に
， 化学試験 で は 百数十 人 の 生徒 の な

か で 第
一

位 ＊ とな り，金 メ ダル ＊ を授 与 され た。
“
日

の 本 の 桜 の 花も咲き 出 て 千里 の 外 に に ほ ふ 春風
”

は ，

同行留学 中の 法学 の 友人 の 入 江 （穂積）陳重が，その

と き これ を喜ん で 詠 ん だ短歌 で あ る。な お先生 は物理

学 ・地質鉱物学な どの 講義 に も出席し優秀な成績をあ

げ る と と も に ， ヴ ィ ク ト リア 女王後半期 の 最盛期 の 英

国文化の種 々 相に もふ れ られ た 。
こ の英国修学時代 の

様子 は，後 に 同大学の名誉学友に推薦 さ れ て 昭和 12

年 78歳の高齢で 渡英 ， そ の 祝賀会 の 席上 で の 格調あ

る英語講演録音 ＊ （展示場所で聴取可能）か らもうか

が われ る。

　 （3 ） 帰国後の活動

　 明 治 14年東京大学 （東京 開成 学校 が 明 治 10年 改

称）の 総理 の 願 い に より帰朝 ， 直ち に Atkinson の 後

任 と して 理学部講師 ＊ と な り，翌 年に は満 24歳の 若

さ で教授 （年俸 当時 の 1，500円 ＊ ）に任命 ＊ さ れた 。

そ の 頃 の 姿 は各分 野 の 僚友 と の 写真 2 ＊ に あ る。教壇

か らの 諸化学 の 講義 （英文 の 講義 ノ
ートな ど数冊 ＊ を

展示） と と もに，独創的研究の 必要を強調し，自らも

留学中の研究を発展 させ 学会誌 に 発表さ れ た 。な お 早

くか ら熱化学の 講義 も開き， 新興 の物理化学の導入に

も努力し ， 化学 に お け る原子 の 運動 の観点 の 重要性 も

述 べ られた。とりわけ欧米化学界で も高 く評価 された

の は，沸騰溶液か らの 蒸気温度 を決定 し た 発表 に 続

く，過熱突沸 を 防 い だ 創意あ る 沸点上 昇分子 量測定 の

J．Chem ．　Soe．61，989−1002 （1892） の 報文 ＊ で あ る。

化学 と教育 43巻 8号 C1995年 ）

写真 2　同僚 とともに （明治 16 年 5 月 17 日）。

　後列左 よ り ， 矢田 部良吉 ， 蓑 作佳 吉，外山正 一，桜井錠二 。

　前列左 よ り，松井直 吉，菊 池 大 麓 ，穂 積 陳重，小 蔦憲之。

写真 3 ＊ 及 びベ ッ クマ ン 温度計 ＊ を展 示 。

　明治 20年公布 の 学位令 に よ り， 翌 年 よ り最 初の博

士号 が授与さ れ た と き ， 理学博士 ＊ とな ら れ た 。 明治

11年先生滞英 中 に 創設 さ れ，翌 年改称 の 東京化学会

の 先生 の 正会員証 ＊ （第 64号） も展示 。 化学命名法

に つ い て は 明治 17年桜井会長 の も と に 訳語委員会 が

発 足 したが ， そ の 後， 紆余 曲折が あ り （明治24年 の

化学訳語集），明治 33年 こ れ ま で の 労 を も と に ，高松

豊吉 ・桜井錠 二 共編の 『化学語彙』 ＊ が 出版 され た 。

「理学者 ノ愉快」の 文 もあ る 先生 は，早 くか ら純正 化

学 の 立場 を と り ， 明治 31年投票 に よ り東京学士院の

会員 に 選 ばれ た 。 そ の 就任講演 「国家 と理学」 の 自筆

原稿 ＊ を 展 示 す る 。 明治 32年 よ りは万 国原子量委員

会 の 我が 国 の代表委 員 と な り，明 治 34年 5 月 か ら は
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10ケ月余 に わた り欧州各地 を訪問 （グラ ス ゴ ー大学

450周年に名誉博士号 を授与）， さ ら に 万 国理学文 書

目録国際会議 （明治 40年）や 万 国学士院協会総会 へ

の 出席 （明治 43 年 ，
1910

， 42歳）な ど ， 国際的活躍

の ほ か ， ラ ム ゼー原著 「化学理論 之実験証明」＊ の訳

業， ま た後半生 余暇 に た し な ま れ た 謡 曲 の 英文翻訳

（M ．Stopes女史 と共訳 ， 国会 図書館蔵）な ど も，そ

の 前半生 の 終 わ り頃 に既 に み ら れ る 。

　今回 の展示 に 際 して は，先生 の 子女 9人 ゆ か りの 九

和会 （毎年一
回連絡誌発 行 ， 昨 年末 で 現存子 供級 3

名， 孫級 53名 ， 曾孫級 138名，玄孫級 117名 ， 玄孫

の 子供 4名〉か ら提供 の 先生 の諸資料大部分を保管の

石川県歴史博物館 の ほ か ， 国立 科学博物館及び東京大

学理学部化学教室， 金沢大学附属図書館の協力をい た

だ い た の で ， 深 く感謝 い た します 。

阪 上正信 ， 化学史研究 11号，3− 13，化学史学会 （ユ979）。

広田鋼藏 「明治の 化学者」 東京 化 学同人 （1988）。
正 木退蔵に 関して は沼倉研 史，沼倉 満帆，英学 史研究 ［日 本英

　　 学史 学会］19，91− 108 （1986），21，91− 111 （1988）。

本稿 は，化学会館 化 学史 資料展示 第 9回 「桜井錠二 ，我 が 国

　 化学 い しずえの 若 き軌 跡」 （展示 期間 ：1995 年 9 月〜1996

　 年 2 月） に 際 し て，情 報専 門委 員会 か らの 依頼 に よ り ご

　 寄稿 い た だ い た もの で す。
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